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独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

関東甲信工事局入札監視委員会（第１８回定例会）審議概要 

 

開 催 日 及 び 場 所 令和６年７月２６日（金） 東京工事事務所５階会議室 

委 員 
村瀬均（弁護士）、西村万里子（大学教授） 

谷和夫（大学院教授） 

審 議 対 象 期 間 令和５年１０月１日～令和６年３月３１日 

工 
 

事 

抽 出 案 件 件数    ０件 
（備考） 

 

 ※発注なし 

役 

務 

抽 出 案 件 件数    １件 

公 募 型 競 争 入 札 方 式 地質調査（山梨７） 

物
品
等 

抽 出 案 件 件数    ０件 

 ※発注なし 

高
落
札
率
契
約 

抽 出 案 件 件数    ０件 

 ※該当なし 

委 員 か ら の 意 見 ・ 質 問 、 

そ れ に 対 す る 回 答 等 

意見・質問 回答 

別紙のとおり 

委 員 会 に よ る 意 見 の 具 申 

又 は 勧 告 の 内 容 
な    し 
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別紙（役務） 

 意見・質問 回答 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公募型競争入札方式 

「地質調査（山梨７）」 

 

①サンプリング試験はデニソンサンプリン

グを指定しているが、現場の性状に応じて

契約変更することがあるのか。 

 

②地質調査分野においては、現場の状況等が

不明確なことが多いため、弾力的に予定価

格を設定するといった余地はあるのか。 

 

 

 

③落札率が 65％となっているが、落札者が

入札額を下げてきた理由をどのように判

断、分析しているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④過年度の地質調査の落札率はどのような

状況なのか。 

 

 

 

 

①地質条件に応じて、サンプリング方法は設計変

更を行うことを考えている。 

 

 

②本件の地質調査における土質ボーリング及び

試験内容は標準的な方法であるため、市場単価

が設定されている。また、工事等と同じく国土

交通省の基準に沿った積算となっている。弾力

的な運用はしていない。 

 

③落札候補者には低入札調査を実施する過程で、

当該価格で入札した理由を確認している。 

本役務における落札者の入札価格は、現地作業

に要する費用等が予定価格の 80%程度、諸経費

が 30 数％という低い率となっている。当該事

業者は過去に本事業の山梨の地質調査を２件

落札しているということで、現地に精通してお

り効率的に作業を実施できること、また、全社

的な事務手続き等の効率化により管理費等の

圧縮が可能であることから、この価格で本業務

を履行できるという説明を受けている。総合的

に見て落札者として問題ないと判断している。 

 

④落札率はおおむね 50～80％程度である。 

 

 

別紙（その他） 

 意見・質問 回答 

１ 役務の全体審議 

なし 

 

 

２ 高落札率契約の全体審議 

該当なし 

 

３ 一定規模以上の取引関係を有する法人との

契約の全体審議 

該当なし 
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４ その他 

なし 

 

 


